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（ 続紙 １ ） 











































































































 本論文は以下の諸点において学術的に高く評価できる。  
 その第1点は、系譜調査と口頭伝承を丹念に織り合わせることで、これまで人類学的
にはブラワン人の村（ロングハウス）と見なされてきたロング・テラワン村が、19世
紀から20世紀前半まで、実際には緊密な親族関係で結ばれた多様な民族から構成され
ていたことや、村人たちが分業体制によって交易品となる林産物の狩猟採集をおこなう
総合商社的な性格をもつ組織であったことを説得的に論じていることである。その傍証
として、ロング・テラワン村が林産物を調達する後背地の広い範囲で、そこが国立公園
化される以前、大きな政治的影響力をもっていたことを明らかにしている点でも評価で
きる。 
 第2点は、略奪などの危険にさらされがちな河川交易の安全性を高めるために、下流
の交易中継基地まで、異なる民族や多くの村落を結びつける親族関係のネットワークが
はりめぐらされていたことを広域調査によって実証し、そのことによって河川交易が地
域社会の編成に大きな役割を果たしていたことを説得的に論じていることである。ま
た、本論文では、広範に文献を渉猟し、東南アジアの海域世界における交易ネットワー
クと調査地付近の内陸河川交易がどのように連接していたのかを明らかにしている。ボ
ルネオの人類学研究の多くが民族とその文化的本質に主要な関心をむけてきたことを考
えるなら、内陸の河川交易が地域社会の編成に大きな影響をおよぼしていたことを解明
した本論文の学術的意義は極めて大きい。 
 第3点は、交易品の狩猟採集をおこなっていた森林の国立公園化がロング・テラワン
村とその周辺の地域社会におよぼした影響について論じていることである。国立公園化
にともない、そこでの狩猟採集活動は大きく制限されるようになり、交易拠点としての
ロング・テラワン村は衰退していった。しかし、村人たちは国立公園の縁辺に分村（ム
ル集落）をつくり、観光事業に参与するとともに、国立公園内外での狩猟採集活動をつ
づけてきた。本論文ではこれらのことを他の生業活動や社会生活の変化とともに巧みに
描き出している。ボルネオ在来民社会の現代的変化に関する研究の多くは伐採やモノカ
ルチャー化による生物多様性の縮減の影響を扱っているのに対し、本論文は、森林と生
物多様性の保全をはかる国家政策が地域社会におよぼした各種の影響を詳細に記述して
おり、この点で重要な学術的貢献をおこなっている。  
 第4点は、国立公園がユネスコの世界自然遺産に登録され、ジェット機が国立公園近
くの空港に就航するようになり、観光産業が飛躍的に拡大した2000年代以降の状況に
ロング・テラワン村の人々がいかに適応しているかを、さまざまな生業活動への就労時
間の配分を統計的に分析することで具体的に論じていることである。そこから明らかに
なるのは、ロング・テラワン村が解体消滅するのではなく、村人たちはムル集落を中心
に観光産業に従事するとともに狩猟採集活動を並行しておこない、かつジェット機とい
う高速遠距離移動の手段を利用することで、サラワク第二の都市ミリにも分村をつく
り、生活圏の拡大と生業活動の多様化をはかっていることである。こうした記述には、
  
国立公園化された森林にしがみついて困窮するのでも、都市民や出稼ぎ労働者になって
しまうのでもない、ロング・テラワン村の現代的な姿が生き生きと描き出されている。  
 以上の諸点から、本論文は、地域の生態、社会、歴史の総合的理解を基礎にした地域
研究の発展をめざす本研究科の研究成果としてふさわしい内容を備えた優れた論文であ
ると判断できる。  
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成27年1月22日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と
認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
